
　江戸時代の享和３年（１８０３）、 曲亭（滝沢）馬琴が編纂した解説つき季寄、『俳諧歳時記』が刊行

された。この４８年後、幕末の嘉永４年（１８５１）には、藍亭 青藍 がこれを大幅に増補改訂して、俳諧季
せいらん

寄『増補 俳諧歳時記 栞 
しおり

 草 』を刊行した。（注１）この『栞草』は、解説の充実と検索の簡便さ（いろは順）
ぐさ

から江湖の支持を受け、明治・大正期、繰り返し活字版が刊行されている。（注２）近年では古川久校

訂『増補 俳諧歳時記栞草』（八坂書房、生活の古典双書９・１０、１９７３年、２冊）、さらには堀切実校注

『増補 俳諧歳時記栞草』（岩波書店、岩波文庫、２０００年、２冊）がある。特に後者には、懇切な脚注

が初めて付され、本書の内容を理解する多大の便宜を与えている。『栞草』に引く多くの漢籍に対し

ても脚注の中で言及され、さらに上冊の終わりに付す「出典一覧」のなかの［漢籍の部］には、漢籍

目録等を駆使した調査結果が記されている。ただこうした典拠の漢籍調査は、可能な限り実物に当

たらないと、その略称・通称・同名に惑わされて誤解を生じがちである。

　本稿は堀切実校注本の成果を参照しつつ、幕末に成る代表的な近世歳時記『栞草』に引かれて季

語・季題の解説に用いられた漢籍の実態を考察するものである。なお青藍が増補した解説中の漢籍

は、じつは青藍みずから調査したのではなく、ほとんどみな天明３年（１７８３）に刊行された三余斎 麁 
そ

 文 撰『 華  実  年  浪  草 』（詳細な考証解説附き季寄、約２,７６０の季語を収録）に基づいている。この点は、
ぶん か じつ とし なみ ぐさ

すでに井本農一『季語の研究』「第二章　俳諧歳時記の発達」のなかで、『華実年浪草』は「俳諧歳時

記の権威書として尊重され、後世の季寄に大なる影響を与えた。『俳諧歳時記栞草』などの注解など

もそのまま本書を使っているところが多い」と指摘されている。（注３）ただ本稿では、近世俳諧歳時

記の季語・季題の解説に用いられた漢籍の状況を具体的に把握するために、しばらくこの点は不問

に付しておきたい。なお『栞草』に用いられた漢籍の篇名、引用文の誤字・脱字・誤読等について

の詳細な指摘については、後日発表する別稿に譲りたい。

　　

　　　　　【注】
（１）　青藍の増補改訂の状況については、服部仁「『俳諧歳時記』と『増補俳諧歳時記栞草』」（宮本

三郎原編『俳文学論集』笠間書院、１９８１年）に詳しい。それによれば、季語を四季別いろは順に改編

して月順に排列し、季語２,６２９語を３,４６７語へと増加し、解説・例句にも増訂が加えられて、面目を一
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新させた。増加した語が３２１、減少した語が１２５。増加した大半は、動植物を中心とした自然を表す

語であり、減少したものは、江戸に密着したり、馬琴の見聞に基づく語、異名・類称の類である。

各語の注も改訂・増補したところが少なくない。本書が『華実年浪草』に多く拠っていることは、

『年浪草』の名が『栞草』の所々で明記されていることからも明らかであるが、『栞草』のもとに

なった『俳諧歳時記』のなかには、『年浪草』の名は見いだせない、と。

（２）　堀切実校注『増補 俳諧歳時記栞草』下冊の「解説」に詳しい。

（３）　古川書房、１９８１年。なお『華実年浪草』に引く漢籍は、詳密な考証風歳時記、 四  時  堂  其  諺 『滑
しい じ どう き げん

稽雑談』（正徳３年［１７１３］序）に基づく所がある。神田正行「『俳諧歳時記』の成立」（慶應義塾大学

『藝文研究』７１号、１９９６年）によれば、すでに馬琴の『俳諧歳時記』の記述が、『華実年浪草』を基に

して自分の興味ある事象を補う、といった様相を呈していた。これは馬琴が基にした『 雪碇 筆乗』
せつてい

（風月堂文篁［吉岡定八郎］の季寄）の大部分が、『華実年浪草』からの引き写しであったためらし

い、と。ただし馬琴の『俳諧歳時記』自体は、漢籍の詩文を引くことは少ない。　

　　　　　『栞草』所引漢籍考（時代順）
   　　　　　　　【凡　例】　

１，成立年代未詳な書物が多く、時代順はおおまかである。また同種の書籍の一部は、まとめて記

した。

２，書物の巻数は流布する過程で異同が生じる。巻数の記述は参考程度に見てほしい。

３，具体的に挙げられた書名（書物中に引かれた書名を含む）を中心として収録し、単に「陶潜詩」

「呉都賦」という類は、取りあげていない。この点は別稿で言及する。また未詳のもの若干は省略

してある。

４，朝鮮撰述の書を２部挙げている。

５，『隋志』は『隋書』経籍志、『旧唐志』は『旧唐書』経籍志、『新唐志』は『新唐書』芸文志の略で

ある。

６，和刻本は一部についてのみ言及した。

 

　　　　　漢代以前
●『楚辞』後漢・王逸編注（楚辞章句）。戦国・楚の屈原（前３３９？～前２７８？）と後継者たちの歌辞

を集める。１７巻。『楚詞』とも書く。

●『呂氏春秋』秦（戦国末）呂不韋（？～前２３５）撰。後漢・高誘注。『呂覧』ともいう。先秦の諸学

説に関する一種の百科全書。時令の完備した形が「十二紀」（各首篇）に見える。

●『周易』撰者不詳。 占筮 の書であるとともに、万物の変化と倫理の関係を説く処世哲学の書。 経 
せんぜい けい

（本文）と伝（解説）から成る。伝は十翼ともいい、孔子（名は丘、前５５２～前４７９）の作と伝える。

成立年代未詳。１０巻。『易』『易経』ともいう。儒家の聖典、五経の一。
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　●『周易正義』魏の王弼（２２６～２４９）・晋の韓康伯注、唐・孔穎達（５７４～６４８）の 疏 。 １０巻。
そ

　●『周易本義通釈』元・胡炳文（１２５０～１３３３）撰。南宋・朱熹撰『周易本義』によりつつ、折衷是

正し、諸家の説も採用した注釈書。１２巻。『易本義』ともいう。

●『尚書』撰者不詳。堯・舜以来の聖人たちの、政治発言に関する記録。古くは『書』、漢代には『尚

書』（尚は上・古の意）と呼ばれ、宋代以降、『書経』という。五経の一。現行本のうち、３３篇が古く、

他の２５篇は魏晋間の偽作・付加とされる。漢・孔安国の伝（注の意）も、２５篇の偽篇を付加した人

（名は未詳）が同時に偽作したものという。

　●『尚書正義』（尚書注疏）前漢・孔安国の伝、唐・孔穎達の 疏 。疏とは、古注を詳細に敷衍した
そ

注釈をいう。２０巻。　　

　●『書集伝』南宋・蔡沈（字仲黙、１１６７～１２３０、朱熹の弟子）撰。明初、『五経大全』編集の際に採

用され、新注における正注となる。６巻。

●『尚書大伝』秦・前漢の伏勝撰。３巻。後漢・ 鄭 
じよう

 玄 （字康成、１２７～２００）注（４巻）。伏勝の弟子
げん

たちが師の遺説を編録したものとされ、『尚書』をもとに発展させた思索を記す。

●『詩経』春秋・孔子撰（刪定）と伝える。西周初期から春秋中期（前１２世紀～前６世紀）に到る５００

年間の３０５篇を収めた、中国最古の詩集。五経の一。先秦時代には単に『詩』と呼ばれ、後漢時代に

なって、一般に『毛詩』と呼ばれるようになった。これは前漢の毛 亨 らによって伝えられたという
こう

『毛詩』だけが、伝存する『詩』の唯一のテキストになったからである。

　●『毛詩』（毛詩 鄭箋 ）前漢・毛亨の伝、後漢・鄭玄の箋（再注釈）。２０巻。ちなみに毛伝（毛氏伝）
ていせん

の作成者は、毛亨・毛 萇 の２説がある。２人の学者は河間献王劉德の時代（前２世紀）に活躍し
ちよう

たという。

　●『毛詩注疏』前漢・毛亨の伝、後漢・鄭玄の箋。唐・孔穎達の疏。２０巻。

　●『詩集伝』南宋・朱熹（字元晦［仲晦］、号晦庵、１１３０～１２００）撰。『毛詩』（毛詩鄭箋）の各詩篇

の冒頭に置かれた「詩序」（作成状況を記す）を取り除いて、詩の原意を再考した注釈書。８巻。

●『韓詩外伝』前漢・ 韓嬰 撰。雑多な故事古言を引いて『詩』（詩経）の句の意味内容を解説した書。
かんえい

１０巻。韓嬰は、前漢の三家詩の一派である韓詩を伝えた学者。

●『春秋左氏伝』春秋・左丘明撰と伝える。五経の一つ、『春秋』（魯国の編年体の史書、孔子撰とさ

れる）の注釈書で、いわゆる春秋三伝の一。『左伝』と略称する。

　●『春秋左氏伝正義』（春秋左伝注疏）西晋・ 杜  預 （２２２～２８４）の集解、唐・孔穎達の疏、６０巻。五
ど よ

経正義の一。

●『春秋緯』撰者不詳。漢代、『春秋』に付会して作られた緯書（陰陽五行、災異瑞祥、天人相感など

の諸説によって経書を解釈した書）。『隋志』経部 讖  緯 の条に、三国魏・宋均注の３０巻（亡）を著録す
しん い

る。（『新旧唐志』は３８巻）散佚。感精符、元命苞（包）、運斗枢、演孔図などの諸篇がある。

●『周礼』周公旦撰と伝える。天地春夏秋冬によって政府の官僚機構を説明した書。当初、『周官』

と呼ばれていたが、後漢末の鄭玄が経書を統括するものとして、『周礼』の名を定着させた。冬官の
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部は早く滅び、種々の工人の職掌を記入した考工記が編入された。１２巻。儒家の経書。

　●『周礼注疏』後漢・鄭玄の注、唐・ 賈  公  彦 の疏。４２巻。鄭玄注のなかには、後漢・鄭衆の説
か こう げん

（『周礼解詁』）が「鄭司農云」として引かれている。

　●『周官新義』北宋・王安石（１０２１～１０８６）撰。『周礼』に関する宋代の注釈書。もと２２巻。散佚。

輯本は１６巻。

●『 大  戴  礼 』前漢・戴徳撰。礼に関する諸説を集めた８５篇、１３巻。のち甥の戴聖撰『小戴礼』（礼記）
だ たい れい

が広く流布して衰微し、３５篇のみ伝わる。その中の一篇を独立させた『夏小正』（先秦時期の農家暦

書）も伝わる。

●『礼記』前漢の戴聖撰。『礼経』（＝『儀礼』）に対して加えられたノート（注記）の意。『大戴礼』を

刪った書ともされるが、古記から独自に採録して編纂したものらしい。「月令篇」「王制篇」などを

引く。重要な経書。現行本は４９篇。

　●『礼記正義』（礼記注疏）後漢・鄭玄の注、唐・孔穎達の疏。五経正義の一。

　●『礼記集説』元・陳 澔 撰。明初、『五経大全』編集の際に採用され、新注における正注となる。
こう

『栞草』も頻繁に引く。

●『孝経緯』撰者不詳。漢代の人が『孝経』に付会して作った緯書。魏・宋均注。５巻（『新唐志』）。

　周天七衡六間（周天玉衡六問）、 援  神  契 、 勾  命  決 などの篇がある。散佚。また単行本になったもの
えん しん けい こう めい けつ

として、『隋志』経部讖緯の条には、●『孝経勾命決』（６巻、宋均注）、●『孝経援神契』（７巻、宋

均注）、●『孝経元命包』（１巻、亡）などを著録する。      

●『爾雅』撰者未詳。古訓を集めた訓詁の書。戦国時代から漢初にかけて増補された（前漢の成立）。

３巻など。東晋・郭璞（２７６～３２４）の注（『爾雅注』５巻）が伝わる。後漢・李巡や三国魏・孫炎（鄭

玄の門人）らの注は散佚した。

　●『爾雅注疏』東晋・郭璞の注、北宋・ 邢昺 （９３２～１０１０）の疏。１１巻。
けいへい

●『史記』前漢・司馬遷（前１４５～前８６？）撰。伝説時代から前漢の武帝の時代に到る紀伝体の歴史

書。もと『太史公書』という。正史の最初。１３０巻。主な注釈書に南朝宋・ 裴駰 『集解』（史記集解）、
はいいん

唐・司馬貞の『索隠』（史記索隠）、唐・張守節の『正義』（史記正義）がある。

●『漢書』後漢・班固（３２～９２）ら撰。前漢（および新の時代）を記す断代史。『前漢書』ともいう。

正史の第２。１２０巻。 唐・顔師固（５８１～６４５）注。「郊祀志」「律暦（歴）志」「礼儀志」などを引く。

●『急就章』前漢・史游撰。約１,９５０字を収める初学者用の識字・書法教科書。『急就篇』ともいう。

前漢の元帝の時（前４８～３３在位）に成る？　現存本は４巻。唐・顔師固注。宋・王応麟補注。

●『説文解字』後漢・許慎（３０～１２４）撰。永元１２年（１００）の序。漢字を字形によって分類排列し、

字義を解説した最初の字書。『説文』（『隋志』経部小学）ともいう。１５巻、３０巻。

　北宋・徐鉉（９１７～９９２）が勅命を受けて、句中正らと校訂した『説文解字』１５巻本（雍煕３年

［９８６］に成る）。この大徐本が『説文解字』を論ずる際の基礎となる。各部の末に列挙された新附

字も、徐鉉（大徐）の仕事である。それ以外は、基本的に許慎当時のままとされる。
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　●『説文解字繋伝』南唐・徐鍇（９２１～９７４）撰。４０巻（巻２５は散佚）。『説文解字』の注解書。『説文

解字』の説解の後の部分が、徐鍇（小徐）の「伝」（解説）である。   

●『釈名』後漢末・ 劉 
りゆう

 煕 （字成国）撰。語源探求書。８巻。劉煕は、後漢末から三国魏にかけて声望
き

の高き学者。

●『月令章句』後漢末・ 蔡邕 （字伯喈、１３３～１９２）撰。１２巻。散佚。隋・杜台卿撰『玉燭宝典』や唐
さいよう

代の『初学記』などに引かれる。

●『独断』後漢末・蔡邕撰。漢代の制度・事物を解説した書。１巻、２巻。寛文９年（１６６９）の和刻

本あり。

●『琴操』後漢末・蔡邕撰？　琴曲に対する解説書。２巻。天保３年（１８３２）の和刻本あり。同名の

西晋・孔衍（２６８～３２０）撰（３巻）もあった。

●『白虎通』後漢・班固（３２～９２）ら撰。後漢・章帝の建初４年（７９）、儒臣が白虎観で五経の疑義を

討論した際の記録を整理・編集した書。『白虎通徳論』『白虎通義』ともいう。６巻、１０巻。

●『五経通義』前漢末・劉 向 （本名は更生、字は子政、前７７～前６）撰とされる。８巻、９巻。散佚。
きよう

●『 説  苑 』前漢末・劉向撰。春秋戦国から漢代に到る史話を分類して編述し、論説をまじえた故事
ぜい えん

説話集。２０巻。

●『列仙伝』前漢末・劉向撰とされる。赤松子ら７１人の仙人を叙述する。２巻。

●『神異経』前漢・東方朔（前１５４～前９３）撰、西晋・張華（２３２～３００）注と伝える（『隋志』史部地

理）が、偽託である。『漢書』芸文志に未著録。後漢ごろの作か。１巻。散佚。『神異記』『神異録』

ともいう。貞享５年（１６８８）の和刻本あり。

●『東方朔占書』撰者未詳。前漢の東方朔に仮託された占書であろう。１巻、３巻。『隋志』子部五

行の条には、『東方朔占』とする。

●『国語』春秋・左丘明撰と伝える。春秋時代の列国の歴史を記す。三国呉・韋昭（２０４ ？～２７３）の

注。２２巻など。『春秋外伝国語』ともいう。

●『風俗通義』後漢末・ 応 
おう

 劭 （字仲遠）撰。事物の名称を検討し、俗説を正した書。もと３２巻（３０
しよう

巻）、現存本は１０巻。『風俗通』ともいう。万治３年（１６６０）の和刻本あり。

●『漢武内伝』撰者未詳。後漢・班固撰とも伝えるが、六朝期の偽託。武帝の誕生・求仙・埋葬等

を記し、神仙怪異の記事に富む。１巻。平安初期の藤原佐世撰『日本国見在書目録』２０、雑伝家には

２巻、葛洪撰を著録する。『漢武帝伝』『漢武帝内伝』ともいう。延享４年（１７４７）の和刻本あり。

●『淮南子』前漢・淮南王劉安（前１７９～前１２２）撰、２１巻（外篇散佚、内篇のみ）。後漢・高誘の注。

許慎の注もあったが、すでに散佚し、現行の高誘注のなかに混入しているとされる。注釈を施した

高誘の序言にもとづき、本文と注を合して『淮南鴻烈解』（鴻は大、烈は明の意）とも呼ばれる。元

狩３年（前１２０）ごろの成立。道家思想を中心とする諸学派の説を集成する。

●『淮南王 万  畢 
ばん ひつ

 術 』前漢・劉安撰。諸学者を集めて、自然科学的な神仙変化の術を論じた道家の雑
じゆつ

著。簡称は『万畢術』。１巻。散佚。『隋志』子部五行の条には『淮南万畢経』とする。

　29　



●『董子』戦国・董無心撰。『隋志』子部儒家の条に１巻を著録。墨子を難じた書らしい。散佚。

●『 山  海 
せん がい

 経 』撰者未詳。各地の山々に住む空想的な動物や神々、そこに産する植物や鉱物などを列
きよう

挙した古代の地理書。秦漢時代の成立。現存本は東晋の郭璞注１８巻本である。五蔵山経、海外四経、

海内四経、大荒四経、海内経の５部から成る。

●『列子』戦国・ 列  禦  寇 （荘周以前の人）撰とされるが、魏晋間の偽託。門人や後人の増補を含む、
れつ ぎよ こう

道家の思想書。東晋・張 湛 注。８巻。
たん

●『荘子』戦国・荘周（前３７０？～前３００？）撰とされる。戦国中期から漢初にいたる道家思想を伝

える書。西晋・郭象注など。２０巻。１０巻。現行本は３３篇から成る。

　●『荘子 鬳  斎 口義』南宋・林希逸（字粛翁、号鬳斎）撰。『荘子』の注釈書。１０巻。寛永６年
げん さい

（１６２９）などの和刻本あり。

●『 荀 
じゆん

 子 』戦国末期・荀況（前３１３？～前２３８？）撰。礼の重視と性悪説を説く思想書。もと１２巻。
し

現行本は２０巻。古くは『荀卿子』『孫卿子』という。荀卿は荀況の尊称。前漢の宣帝劉 詢 の諱を避け
じゆん

て 孫  卿 ともいう。
そん けい

●『蜀王本紀』前漢末・揚雄（字子雲、前５３～１８）撰。蜀の開国から秦代に至る蜀王に関する史書

（記録）。１巻。散佚。

●『 孔  叢  子 』前漢（秦漢間）・ 孔  鮒 撰（？～前２０８、孔子の八世孫）とされるが、諸説あり。孔子や孫
く ぞう し こう ふ

の子思（名伋）らの言行を集めて２１篇とし、巻末に 孔  臧 （前漢の人。孔子の後裔）の詩文や記録を載
こう ぞう

せた連叢子上下２篇を加えた書。もと７巻。現行本は３巻。『孔叢』ともいう。

●『黄帝 内  経 素問』撰者不詳。鍼灸医学の書。中国医学第一の古典。『内経』『黄帝内経』ともいう。
だい けい

『漢書』芸文志、方技略・医経の条に著録する『黄帝内経』１８巻は、『素問』９巻と『霊枢』（鍼経に

相当）９巻から成るとされる。現行の『黄帝内経素問』は、南朝梁（隋）・全元起注本を再編集した

唐・ 王 
おう

 冰 が次注を施した『黄帝素問』２４巻（７６３年ごろ）に基づいて、北宋の仁宗のとき（１０５６～６３）、
ひよう

林億らが校訂補注した『重広補注黄帝内経素問』（唐王冰注、宋林億等奉勅校正）２４巻である。ちな

みにその中の運気七篇は、王冰の増補とされる。 

●『神農本草』撰者未詳。薬性・薬効の記述を主体とした最古・最初の薬物学書。２世紀後半、後

漢時代の成立。魏晋期、『神農経』『神農四経』などと呼ばれ、『神農本草経』『神農本経』ともいう。

８巻、４巻、３巻。ちなみに、李時珍撰『本草綱目』にいう『本経』『神農本草経』は、本書を指す。

　　　　　六　朝  
●『後漢書』南朝宋・ 范曄 （３９８～４４５、字 蔚宗 ）撰。後漢時代を記す断代史。９０巻（紀１０巻・列伝８０

はんよう うつそう

巻）。唐・章懐太子李賢注。通行本は『続漢書』志３０巻を附す。これは、南朝梁・劉昭が范曄撰『後

漢書』に注釈を施したとき、欠けていた志（種々の専門事項の記録）に西晋・司馬彪（字紹統、？～

３０６）撰『続漢書』（後漢時代の歴史書）中の志をあて、これにも注釈を加えて、史書の体裁を整えた

ことに由来する。北宋時代、范曄撰・李賢注『後漢書』９０巻と司馬彪撰・劉昭注『続漢書』志３０巻が
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合刻されて、現行本『後漢書』１２０巻の形態が完成した。

　●『続漢書』西晋・司馬彪撰。後漢の歴史書。８３巻。現行本『後漢書』のなかに収める８志３０巻の

みが残存する。

●『宋書』南朝梁・沈約（４４１～５１３）撰。南朝宋の史書。正史の一。本紀・列伝は南斉永明６年

（４８８）に成り、志はやや遅れて成立。正史の一。１００巻。

●『広雅』三国魏・張 揖 撰。『爾雅』未載の字を収めた訓詁の書。太和年間（２２７～２３２）に成る。
ゆう

隋・煬帝の諱を避けて『博雅』とも呼ばれた。もと３巻。隋・曹憲が音釈を付したとき、１０巻とする。

●『字林』西晋・ 呂忱 （字伯雍）撰。許慎撰『説文解字』の欠漏を補うために、広く典籍を捜求して
りよしん

作成した字書。初めて反切を用いる。７巻。西晋の武帝（２６５～２９０年在位）のころに成る。

●『文字集略』南朝梁・阮孝緖（字士宗、４７９～５３６）撰。６巻、１巻。字書。散佚。阮孝緖は、『隋

志』の注に引く梁代の書籍目録『七録』１２巻を撰した人。

●『臨海水土異物志』三国呉・ 沈瑩 （？～２８０）撰。臨海は郡名、浙江省南部海岸一帯を指す。最古
しんえい

の地方志の一つ。『臨海水土物志』『臨海水土志』『異物志』などともいう。１巻。輯本あり。

●『毛詩草木鳥獣虫魚疏』三国・呉の陸璣（字 元恪 ）撰。２巻。陸璣は呉郡（江蘇省）の人。呉の太
げんかく

子中庶子、烏程の令になった。璣は「機」にも作るが、璣が正しい。『毛詩草木虫魚疏』ともいう

（『隋志』経部・詩）。原本は散佚。現行２巻本は再編の輯本。元禄１１年（１６９８）の和刻本あり。

●『風土記』呉末・西晋の周処（２３８～２９７）撰。自分の郷土、江南の陽羨（江蘇省宜興市）の地理書。

歳時習俗資料に富む。呉末（２６５～２８０）ごろに成る。

●『古今注』西晋・ 崔 
さい

 豹 
ひよう

撰。古代の事物や制度の解説書。３巻。現行本は、かつて五代・ 馬  縞 撰
ば こう

『中華古今注』３巻本を摘録した偽書とされたが、じつは唐以前の旧態をかなり残す。寛延２年

（１７２６）の和刻本あり。

●『南方草木状』西晋・ 嵆含 （２６３～３０６）撰。広州（広東省）太守在任時の見聞を記した書。４世紀
けいがん

初めの成立。唐宋の間に残欠し、現行本は南宋のとき、他書を取って補綴したものという。３巻。

享保１１年（１７２６）の和刻本あり。

●『博物志』西晋・張華（２３２～３００）撰。さまざまな異物・奇境・殊俗・異聞などを分類記載する。

１０巻。現行本は後人の輯本である。

●『物理論』西晋・楊泉（字德淵）撰。１６巻。散佚。宋代の『太平御覧』や清・陳元龍撰『格致鏡原』

（『事物紀原』に倣って編纂した類書）などに引かれる。『楊子物理論』ともいう。

●『西京雑記』東晋・ 葛  洪 （２８３～３６３）撰とされる。前漢の都長安の記録。もと２巻、のち６巻。一
かつ こう

説に前漢の劉 歆 撰、東晋の葛洪録ともいう。元禄３年（１６９０）の和刻本あり。
きん

●『抱朴子』東晋の葛洪撰。神仙道教の書。内篇２０巻、外篇５０巻から成る。葛洪は自ら抱朴子と号

し、干宝とも交遊。建武元年（３１７）ごろに成る。

●『捜神記』東晋・干宝（字令升　？～３３６）撰。多種多彩な志怪小説集。もと３０巻。現行本は２０巻。

元禄１２年（１６９９）の和刻本あり。
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●『広州記』晋・ 裴淵 撰。広州（広東省）の地方志。２巻。李時珍撰『本草綱目』序例「引拠古今経
はいえん

史百家書目」による。

●『 鄴  中 
ぎよう ちゆう

 記 』晋（西晋・東晋間）・陸 翽 撰。鄴（河北省）は、三国魏・後趙・冉魏・前燕・東魏・北
き かい

斉の都。後趙の石虎の時代の宮殿・庭園や、彼の事跡を中心に記す。もと２巻。散佚。輯本は１巻。

●『広志』晋（以後）・郭義恭撰。西晋・張華撰『博物志』を増補した書。２巻。散佚。

●『竹譜』南朝宋・ 戴  凱  之 （字慶預）撰。もと晋の人に誤る。１巻。
たい がい し

●『南越志』南朝宋・ 沈 懐遠撰。８巻、５巻。散佚。広州（広東省）に左遷されていた時に作る。
しん

『類説』『 重 
ちよう

 較  説  郛 』などに所収。
こう せつ ぷ

●『世説新語』南朝宋・劉義慶（４０３～４４４）撰。後漢末期から南朝宋の初期に到る名士たちの逸話や

人物批評などを、３６門に分類集録した志人小説集。もと８巻。梁・劉孝標注（１０巻）。現行本は３巻。

原名は『世説』。唐代、『世説新書』、宋代以降、『世説新語』と呼ばれた。

　●『世説新語補』明・王世貞（字元美、１５２６～１５９０）撰と伝える。劉義慶撰『世説新語』と明・何

良俊（１５０６～１５７３）撰『何氏語林』（３０巻）を基に編集した書。２０巻。王世貞の名は刊刻者の仮託

か。江戸時代に流布したのは、この『世説新語補』である。 秦 
はた

 鼎 『世説箋本』などあり。 
かなえ

●『女儀』北魏・崔浩（？～４５０）撰。巻数未詳。南宋末・ 陳  元  靚 撰『歳時広記』巻３８などに引かれる。
ちん げん せい

●『続斉諧記』南朝梁・呉均（４６９～５２０）撰。歳時資料に富む。１巻、３巻。

●『文選』梁・昭明太子蕭統（５０１～５３１）撰。５２６～５３１年ごろの成立。もと３０巻。唐の李善注本は６０

巻。東周から梁に至る一千年間にわたる詩文選集。約８００篇を収録。

●『梁元帝纂要』南朝梁・元帝（ 蕭 
しよう

 繹 、５０８～５５４）撰。季節の語彙に富み、唐代の類書『初学記』な
えき

どに引かれる。『纂要』ともいう。散佚。巻数未詳。

●『荊楚歳時記』南朝梁・ 宗懍 （５０２？－５６５？）撰、１巻。もと『荊楚記』（５５５年ごろ？に成る）と
そうりん

題したが、隋の 杜  公  贍 が補注を加えて、『荊楚歳時記』（大業年間［６０５ー６１７］ごろに成る）と改名し
と こう せん

た。年中行事を伝える現存最古の書。杜公瞻は『玉燭宝典』の撰者杜台卿の兄の子。元文２年

（１７３７）の和刻本あり。

●『李氏薬録』三国魏・李当之（李 之）撰。６巻。李当之は、後漢末～三国魏の名医・ 華  陀 の弟子。
か だ

●『呉普本草』三国魏・呉普撰。８種以上の本草書を引く。６巻。呉普も華陀の弟子。『呉氏本草

因』ともいう。散佚。『本草綱目』等に引く。

●『名医別録』撰者不詳。後漢以来の名医の諸説を集めた医書。３巻。３～４世紀の成立。単に

『別録』とも言う。ちなみに『隋志』子部医方の条には陶弘景撰という。

●『神農本草経集注』南朝梁・陶弘景（字は通明、４５６～５３６）撰。７巻。『名医別録』から３６５種の薬

品と解説を選んで、『神農本経』（撰者不詳）４巻を補足し、『神農本草経』上中下３巻を編纂した。

南朝・斉末の永元２年（５００）以前の成立。続いて陶弘景は、それに注解を加えた『神農本草経集注』

７巻を作る。本書は『本草経集注』『集注本草』とも呼ばれて、これが後世の本草書の原型（出発点）

となる。ちなみに、明の李時珍撰『本草綱目』序例・歴代諸家本草の条にいう、「神農本草の薬は三

詳
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品に分かち、計三百六十五種。…　梁の陶弘景、復た漢魏以下、名医の用いる所の薬３６５種を増し、

これを名医別録と謂う。凡て７巻」という。李時珍は『神農本草経集注』と『名医別録』を混同する。

ちなみに陶弘景の名は、唐・高宗の太子弘の諱を避けて陶景と略称されたときもある。陶弘景は自

ら華陽隠居と号し、茅山派（上清派）道教の教義の基礎を確立した道士。

●『食経』六朝？ 崔  禹 
さい う

 錫 撰。『隋志』子部医方の条に著録する「崔氏食経四巻」、『日本国見在書目録』
しやく

３７、医方家の条に著録する「食経　四［巻］　崔禹錫撰」のことであろう。散逸。『栞草』に引くもの

は、すべて平安中期・源順撰『和名類聚抄』（２０巻本）に拠る。

●『仏説温室洗浴 衆  僧 
しゆ そう

 経 』後漢・安世高訳。温室（蒸し風呂）で洗浴する功徳を説く。１巻。『温室
ぎよう

経』『温室洗浴衆僧経』ともいう。

●『無量寿経』三国魏・ 康  僧  鎧 訳と伝える。隋唐以前の浄土教の根本教典の一つ。『双巻経』『大無
こう そう がい

量寿経』『大経』ともいう。浄土三部経の一つ。２巻。

●『仏説 盂  蘭  盆 経』西晋・ 竺  法  護 （２３９～３１６）訳。餓鬼道に落ちている亡母を救おうとする目連尊者
う ら ぼん じく ほう ご

の故事を中心に記す。１巻。『盂蘭盆経』『盂蘭経』ともいう。

●『妙法蓮華経』後秦・ 鳩  摩  羅 
く ま ら

 什 （３５０～４０９）訳。８巻。大乗仏教の重要な経典の一つ。永遠の生
じゆう

命そのものとしての仏陀をたたえる。『法華経』ともいう。

●『 大  般  涅  槃 
だい はつ ね はん

 経 
ぎよう

』北涼・ 曇  無  讖 （３８５～４３３）訳。釈迦入滅の意義を明らかにし、法身の常住や仏性の
どん む しん

普遍性などを説く。４０巻。『涅槃経』『大涅槃経』などともいう。

●『 提  謂  波  利 
だい い ぱ り

 経 
きよう

』北魏・ 曇靖 撰。５世紀半ば過ぎ、北魏太武帝の廃仏の後に作られた経典。斎戒修
どんせい

善を強調する。２巻。散佚。『提謂経』ともいう。

●『仏説浄土三昧経』北魏・ 曇曜 撰。『提謂波利経』と同時代の撰述（あるいは彼に仮託された疑経）。
どんよう

曇曜は北魏の国家事業として雲岡石窟の開鑿を推進した人。

　　　　　隋・唐　
●『 玉  燭 

ぎよく しよく

宝典』隋・ 杜  台  卿 撰。六朝末までの歳時関係資料の一大集成。１２巻（１巻欠）。開皇初年
と だい けい

（５８１）、隋の文帝に献上された。中国では散佚。日本の公的年中行事の根幹を形成した基本資料。

●『古今芸術図』隋・煬帝撰。撰者不詳『古今芸術』（２０巻、『隋志』子部小説家の条に著録）に図を

加えたものらしい。５０巻。唐・張彦遠撰『歴代名画記』巻３「述古之秘画珍図」の条参照，

●『隋書』初唐・魏徴、長孫無忌ら奉勅撰。隋朝３８年間の断代史。顕慶元年（６５６）に成る。正史の

一。８５巻。

●『晋書』初唐・房玄齢・李延寿ら奉勅撰。正史の一。晋（西晋４代５４年・東晋１１代１０２年）の断代

史。貞観１８年（６４４）成立。１３０巻。

●『北史』初唐・李延寿撰。北朝の北魏・北斉・北周・隋の通史。顕慶４年（６５９）に成る。１００巻。

●『大唐西域記』唐・玄奘述、弁機撰。西域・インドの旅行記・地誌。初唐の貞観２０年（６４６）に成

る。１２巻。『西域記』と略称される。
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●『唐韻』盛唐・孫 愐 撰。玄宗の天宝１０載（７５１）序。切韻系韻書（詩文作成に際しての韻律を整え
めん

るための規範書）。５巻。『栞草』に引くものは、平安中期・源順撰『和名類聚抄』（２０巻本）に拠る。

●『釈氏切韻』唐・釈弘演撰。一説に弘演寺釈某の作ともいう。『日本国見在書目録』１０，小学家に

「切韻十巻　釈弘演撰」とある。散佚。源順撰『和名類聚抄』（２０巻本）に引く。

●『芸文類聚』初唐・欧陽詢ら撰。唐初の武徳７年（６２４）に成る類書。天・歳時から災異に至る４６

部、細目は７２７項。各細目の初めに諸書の抜粋記事（事実）を並べ、その後に詩・賦・碑・論などの

詩文を列挙する。以後の類書の体例となる。１００巻。

●『初学記』盛唐・徐堅ら撰。玄宗の開元１５年（７２７）に成る類書。３０巻（２３部、３１３目）。

●『大業拾遺録』唐初・杜宝撰。大業は隋の煬帝の年号（６０５～６１７）。杜宝には煬帝一代のことを記

した『大業雑記』１０巻（散佚、節録のみ）があり、本書はそれに 遺 たものを拾って記録した意であろ
もれ

う。１巻。『大業拾遺』『大業拾遺記』ともいう。『重較説郛』所収。李時珍撰『本草綱目』序例「引拠

古今経史百家書目」による。ちなみに『太平御覧』等に引く『大業拾遺録』は、『大業雑記』の訛称と

される。

●『陰陽書』初唐・呂才撰。５０巻（『旧唐志』五行）。散佚。

●『百花譜』唐・ 賈  耽 （７３０～８０５）撰。散佚。賈耽は徳宗貞元年間の宰相。南宋初・曾慥撰『類説』
か たん

巻７に引く『海棠記』に、「唐の相賈耽　百花譜を著し…」とある。巻数未詳。

●『茶経』唐・陸羽撰。茶に関する最古の百科全書。上元元年（７６０）ごろの成立。３巻。

●『顧渚山茶記』唐・陸羽撰。顧渚山は湖州長興県（浙江省）の西北にある山の名。茶の名産地で、

茶山とも呼ばれる。また顧山ともいう。１巻。

●『白氏文集』唐・白居易（７７２～８４６）撰。自撰の詩文集。７１巻（もと７５巻）。

●『韓文』唐・韓愈（７６８～８２４）撰。唐・李漢編。韓愈の詩文集。明・游居敬校。４０巻、外集１０巻、

集伝１巻、遺集１巻。天保１０年（１８３９）の和刻本（官版）あり。    

●『劉賓客嘉話録』唐・ 韋  絢 （８０１～８６６以後、字文明）撰。長慶２年（８２２）、２２歳のとき、 夔 
い けん き

 州 刺史
しゆう

劉禹錫に問学し、宣宗の大中１０年（８５６）、５６歳のとき、昔日の劉禹錫の語を整理して成る。１巻。

『劉公嘉話録』『嘉話録』『劉公嘉話』などともいう。韋絢は順宗・憲宗両朝の宰相韋執宜の子、元稹

の女婿である。散佚。輯本あり。

●『 酉  陽  雑  俎 』晩唐・段成式（８０３？～８６３）撰。唐代社会のさまざまな話題・事物を分類収録する、
ゆう よう ざつ そ

資料豊富な筆記雑著（異聞集）。雑俎は、ごった煮の意。（前集）２０巻。続集１０巻。

●『蒙求』盛唐・ 李  瀚 撰・注。天宝５載（７４６）の成立。上古から南北朝時代に到る著名人の伝記や
り かん

逸事を、四字句の韻語に織り込んだ児童用の教科書。３巻。宋・徐子光の補注本などがある。

●『北戸録』晩唐・段公路撰。嶺南の風土と産物の奇異を採録した書。３巻。

●『開元天宝遺事』唐末・五代の王仁裕撰。開元遺事１巻と天宝遺事２巻から成り、玄宗の開元・

天宝年間における宮中の瑣聞・雑事を記す。２巻。寛永１６年（１６３９）の和刻本あり。中国の類書に

は、『開元遺事』『天宝遺事』などとして引用される。
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●『金門歳節記』撰者不詳（唐代の人）。東都洛陽を中心とした都市の年中行事を記す。『金門歳節』

ともいう。散佚。

●『 輦  下 歳時記』唐末の李
れん か

 綽 撰。黄巣の乱後、蛮隅（南方の辺地）に避けて作る。長安の往時の繁華
しやく

な都市生活・行事を記す。散佚。１巻。『重較説郛』所収。

●『 四  時 宝鏡』撰者不詳（唐代後期の人）。四時は春夏秋冬の意。唐代の人の生活を描写する。宋・
しい じ

太祖の祖趙敬
毅

の諱を避けて『四時宝鑑』ともいう。１巻。『重較説郛』所収。

●『歳華紀麗』唐末・五代の 韓鄂 撰。歳時のみに限定した類書形式の、一種の歳時記。４巻。宝永
かんがく

４年（１７０７）跋の和刻本あり。

●『四時纂要』唐末・五代の韓鄂撰。占卜や歳時習俗に富む歳時型農書。唐末・五代初め（１０世紀

初め）に成る。５巻。

●『異聞集』唐末・陳翰撰。唐代の伝奇小説を収録する選集。１０巻。原書は失われ、『類説』などに

節略を収める。

●『 禽経 』周の楽師・ 師  曠 （字子野）撰、西晋・張華注と伝えるが、疑わしい。『隋志』に未著録。世
きんけい し こう

界最古の鳥類の専著。初めて北宋・ 陸佃 撰『 埤  雅 』に引かれるという。おそらく唐宋時代の託名の
りくでん ひ が

作。南宋・左圭編の叢書『百川学海』所収。

●『新修本草』初唐・蘇敬（宋代、避諱のために蘇恭に作るので注意）ら奉勅撰。陶弘景『神農本草

経集注』（集注本草）を増補して作る。顕慶４年（６５９）に成る、中国最初の勅撰本草書。俗称は『唐

本草』。２０巻、目録１巻、薬図２５巻、図経７巻。合計５４巻。薬図と図経は散佚。『本草綱目』等所引。

●『千金翼方』初唐・ 孫  思  邈 撰。孫思邈が自著の医学全書『備急千金要方』（千金方、３０巻）を補充編
そん し ばく

纂した続編。唐初の７世紀後半に成る。３０巻。

●『斉人月令』初唐・孫思邈撰と伝える。斉人は平民（一般大衆）の意。孫思邈撰『千金月令』（飲

食・医薬のことを月日を追って記した養生延命を教える書）の中から、後人が一般民衆に役立つ条

項を選んで編纂したものらしい。１巻、２巻。散佚。

●『食療本草』盛唐・張鼎が初唐・ 孟詵 （６２１～７１３）撰『補養方』（散佚）を補訂した書。３巻。ただ
もうしん

し『新唐志』医術類には、「孟詵食療本草」３巻を著録する。

●『本草拾遺』盛唐・陳蔵器撰。『新修本草』の遺逸を集録する。開元２年（７３９）の刊行。１０巻。

明・李時珍撰『本草綱目』等所引。

●『 重 
じゆう

 広  英  公 本草』五代・後蜀（９３４～９６５）の 韓  保 
こう えい こう かん ほ

 昇 
しよう

ら撰。２０巻。英公本草とは、英国公 李  勣 が総定
り せき

となった『新修本草』を指す。その増補・刪定版。略称は『蜀本草』。１０世紀半ばに成る。『本草綱

目』等所引。

●『 阿  毘  達  磨  倶  舎  論  本  頌 』唐・玄奘（６０２～６６４）訳（世親菩薩造）。『阿毘達磨倶舎論』中の 偈  文 のみ
あ び だつ ま く しや ろん ほん じゆ げ もん

を集めた書。永徽２年（６５１）ごろに成る。『倶舎論頌』『倶舎論本頌』ともいう。１巻。

●『仏説弥勒 下 
げ

 生 成仏経』唐・義浄（６３５～７１３）訳。大足元年（７０１）に成る。１巻。 通称は『弥勒
しよう

成仏経』。義浄は唐代入竺した訳経家。
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●『仏説譬喩経』唐・義浄訳。仏が勝光王のために説いた譬喩。景龍４年（７１０）に成る。１巻。略

称は『譬喩経』。

●『観無量寿仏経 疏 』唐・善導（６１３～６８１）集記（撰）。浄土の教相や教義を明らかにした、『観無量
しよ

寿経』の注解書。４巻。成立年代不詳。『観経疏』『四帖疏』などともいう。日本の浄土教の根本経典。

●『仏説 校  量 
きよう りよう

 数  珠 功徳経』唐・ 宝  思  惟 （ 阿  儞  真  那 、？～７２１）訳。長安２年（７０２）に成る。１巻。『校
じゆ ず ほう し ゆい あ に しん な

量数珠功徳経』ともいう。

●『仏説浴像功徳経』唐・宝思惟訳。仏像を洗浴する方法と１５種の功徳を説き、神龍元年（７０５）に

成る。１巻。通称は『浴像功徳経』。

●『一切経音義』唐・ 慧  琳 （７３７～８２０）撰。貞観年間（６２７～６４９）に新たに漢訳された経・論と、玄
え りん

応『一切経音義』に見えない経・論に対して、新たに撰述した音義の注釈書。『慧琳音義』『慧琳一切

経音義』、『大唐衆経音義』、『大蔵音義』ともいう。建中４年（７８３）に着手し、元和２年（８０７）ごろ

に成る。玄応の『一切経音義』や慧苑の『華厳経音義』なども収録し、漢訳仏典の「音義」を集大成

した書。１００巻。

●『仏説盂蘭盆経疏』唐・ 宗 
しゆう

 密 （号圭峰、７８０～８４１）撰。『仏説盂蘭盆経』の注釈書。２巻。『盂蘭盆
みつ

経疏』ともいう。宗密は華厳宗の僧。

　　　　　宋　代    
●『新唐書』北宋・欧陽脩（１００７～１０７２）・ 宋  祁 ら奉勅撰。唐朝の断代史。２２５巻。正史の一。本来、

そう き

『唐書』という。『新唐書』は、五代に成る『唐書』（『旧唐書』）と区別するための通称。

●『太平広記』北宋・李 昉 （９２５～９８）ら奉勅撰。唐以前の古小説の宝庫。広記は、古来の逸聞瑣事
ほう

を広く記録する意。太平興国３年（９７８）に成る。５００巻。太平興国６年、出版の命が下されたが、事

業中止となる。南宋期に翻刻されたが、広く流布するのは明嘉靖４５年（１５６６）、 談愷 刻本以降である。
だんがい

●『太平御覧』北宋・李昉ら奉勅撰。大型の代表的な類書。太平興国８年（９８３）完成。１０００巻。

●『事類賦』北宋・ 呉 
ご

 淑 （９４７～１００２）撰・注。一題一賦の形態を持つ類書。３０巻。
しゆく

●『洛陽牡丹記』北宋・欧陽脩撰。北宋の西京洛陽の名花牡丹の記録。１巻 。

●『景徳伝灯録』北宋・道原撰。禅宗史伝の傑作（中国禅宗史書）。景徳元年（１００４）の成立。３０巻。

略称は『伝灯録』。

●『釈氏要覧』北宋・道誠撰。仏教関係の用語・制度の解説。天禧４年（１０１９）の成立。３巻。

●『大宋重修広韻』北宋の陳 彭年 ・邱雍ら奉勅撰。切韻系韻書の代表。北宋の大中祥符元年（１００８）
ほうねん

刊行。５巻。通称は『広韻』。

●『増修互注礼部韻略』南宋初の 毛晃 ・毛居正撰。毛晃が『礼部韻略』を増注して編纂し、紹興３２年
もうこう

（１１６２）朝廷に献上した。その後、子の毛居正が校勘・増補した韻書。５巻。通称は『増韻』。

●『 笋 
じゆん

 譜 』北宋の賛寧（９１９～１００１）撰。１巻。『竹譜』ともいう。賛寧は『宋高僧伝』や『物類相感
ふ

志』を編纂した僧。
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●『字説』北宋・王安石（１０２１～１０８６）撰。２０巻。のち２４巻となる。散佚。

●『 埤  雅 』北宋・ 陸佃 （１０４２～１１０２）撰。釈魚～釈天の８類に分けた訓詁の書。『爾雅』の補足版で、
ひ が りくでん

多く王安石の字説に基づくという。２０巻。陸佃は王安石門下の新法党官僚。

●『爾雅翼』南宋初・羅願（１１３６～１１８４）撰。孝宗の淳煕元年（１１７４）に成る。釈草～釈魚の６類に

分かれ、『埤雅』よりも優れている。３２巻。元・ 洪  焱  祖 音釈。
こう えん そ

●『 夢  渓  筆  談 』北宋・ 沈括 （字存中、１０３１～１０９５）撰。２６巻。『補筆談』３巻、『続筆談』１巻がある。
む けい ひつ だん しんかつ

考証随筆。沈括は王安石政権の主要閣僚の一人。

●『青箱雑記』北宋・呉処厚（字は伯固）撰。五代・北宋の朝野の雑事・詩話・故実（慣例）などを

記す。１０巻。呉処厚は皇祐５年（１０５３）の進士。

●『 零 
れい

 陵 
りよう

 記 』北宋・陶岳撰。零陵（湖南省永州）の地理志。１５巻。陶岳は『五代史補』の撰者。
き

●『国老談苑』北宋・王君玉撰？　２巻。１巻。もと『国老閑談』という。左圭編『百川学海』に収

録するとき改名されたらしい。『直斎書録解題』巻１１、小説家類には、『国老閑談』２巻を著録し、

「夷門の君玉撰と称す。姓を著さず」という。

●『文昌雑録』北宋・ 龐  元  英 撰。尚書省礼部主客郞中であった元豊５年（１０８２）から元豊８年までの
ほう げん えい

見聞を記す。６巻、補遺１巻。

●『事物紀原』北宋・高承撰。天地間の事物の始まり（由来）を古書を引いて記載する。元豊年間

（１０７８～１０８５）に成るが、現行本は増補されているらしい。１０巻。『事原』ともいう。寛文４年

（１６６４）の和刻本あり。

●『歳時雑記』北宋・呂希哲（字原明、政和年間［１１１１－１７］没）。『直斎書録解題』巻６、時令類に２

巻を著録する。『重較説郛』所収本は１巻。南宋末・ 陳元靚 撰『歳時広記』に頻用される。
ちんげんせい

●『 珊  瑚  鉤 詩話』北宋末・張表臣（字正民）撰。詩の評論に一家言を持つ詩話。２巻、３巻。
さん ご こう

●『宣和画譜』撰者不詳。北宋末の徽宗のとき、内府に所蔵されていた絵画の目録と解説書。宣和

２年（１１２０）ごろ成る。２０巻。

●『路史』南宋・ 羅  泌 （字は長源）撰。乾道６年（１１７０）に成る。主として中国伝説時代の史事を論
ら ひつ

述。４７巻。

●『膳夫録』宋（北宋末～南宋）・鄭望（之）撰。１巻。『重較説郛』所収。

●『石林詩話』宋（北宋末～南宋）・葉夢得（１０７７～１１４８）撰。石林は葉夢得の号（石林居士）。３巻、

１巻。

●『水雲録』宋・葉夢得撰。李時珍撰『本草綱目』序例「引拠古今経史百家書目」による。巻数未詳。

●『東京夢華録』南宋初・孟元老撰。北宋の都汴京（河南省開封市）の都市繁盛記。北宋最後の天子

 徽  宗 朝（１２世紀初頭）の状況を描写する。紹興１７年（１１４７）の自序。１０巻。略称は『夢華録』。
き そう

●『類説』南宋初・ 曾慥 （字端伯、？～１１５５）撰。漢魏から宋に至る小説・筆記、約２６０種の書物を摘
そうぞう

録する。紹興６年（１１３６）の自序。紹興１０年（１１４０）初刻。６０巻。明天啓６年（１６２６）刊本あり。

●『提要録』撰者未詳。宋代の作か。南宋末・ 陳元靚 撰『歳時広記』（経伝・野史・異書・小説など
ちんげんせい
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から歳時資料を広く集録した歳時記。１３世紀半ばに完成）に引かれる。

●『野客叢書』南宋・王 楙 （字勉夫、号野客、１１５１～１２１３）撰。典籍（経史）の異同を考証し、文人の
ぼう

逸話を多く記した学術筆記。慶元元年（１１９５）の自序。嘉泰２年（１２０２）の自記。３０巻。承応２年

（１６５３）の和刻本あり。

●『菊譜』南宋・范成大（字致能［一に至能に作る］、号石湖居士、１１２６～１１９３）撰。『范村菊譜』『石

湖菊譜』ともいう。范村（彼自身の花園の名）に植えた３６種の菊を記録する。淳煕１３年（１１８６）の作。

１巻。

●『梅譜』南宋・范成大撰。呉中（蘇州）の梅の全品種を入手して范村に植えたことを記念する梅の

記録。『范村梅譜』ともいう。１巻。

●『天彭牡丹譜』南宋・陸游（１１２５～１２０９）撰。天彭は蜀（四川省）の牡丹の産地（成都の西北）。淳

煕５年（１１７８）、出遊して作る。陸游『渭南文集』巻４２や『重較説郛』などに収める。

●『 金 
きん

 漳 蘭譜』南宋・
しよう

 趙 
ちよう

 時  庚 撰。紹定６年（１２３３）の自序。１巻。『重較説郛』などに所収。福建の
じ こう

漳州の蘭は有名であった。

●『百菊集譜』南宋・ 史 
し

 鋳 （字顔甫、号愚斎）撰。淳祐２年（１２４２）に成り、４年後、胡譜を補入する。
ちゆう

諸家の菊譜と他書に載る菊の記事を集め、それに自撰の新譜を加えた書。６巻。

●『錦繍万花谷』撰者未詳。南宋時代に編纂された類書。明・ 秦汴 は嘉靖１５年（１５３６）、前集、後集、
しんべん

続集の各４０巻を刊行。後に別集３０巻を刊行する。明代に流布した。前集に自序（淳煕１５年［１１８８］）

あり、後集以下は後人の増補・続輯である。

●『山堂先生群書考索』南宋・章如愚（字俊卿、号山堂）撰。前集６６巻、後集６５巻、続集５６巻、別集

２５巻。科挙対策用に出版された類書。『山堂考索』『群書考索』ともいう。章如愚は慶元年間（１１９５

～１２００）の進士。

●『唐宋白孔六帖』唐・白居易原輯、宋・孔伝続輯。南宋の初め、白居易撰『白氏六帖（事類集）』の

続編として孔伝撰『六帖新書』（孔氏六帖）が作られ、遅くとも南宋末には合刻された。詩文作成に

有用な故事成語を、部類分けして集録する類書。１００巻。略称は『白孔六帖』。『六帖』ともいう。

●『（新編）古今事文類聚』南宋・ 祝 
しゆく

 穆 撰。前集６０巻、後集５０巻、続集２８巻、別集３２巻。淳祐６年
ぼく

（１２４６）の自序あり。群書要語・古今事実・古今文章などから成る類書。さらに元・富大用撰の新

集３６巻、外集１５巻や、元・祝淵撰の遺集１５巻が付される。目録６巻。元明時代広く流布した。寛文

６年（１６６６）の和刻本あり。２３６巻。略称は『事文類聚』。

●『古今合璧事類備要』南宋・謝維新撰。類書。前集６９巻、後集８１巻、続集５６巻。南宋の宝祐５年

（１２５７）の自序あり。のち南宋・ 虞  載 が別集９４巻、外集６６巻を編纂して増補した。全３６６巻。略称は
ぐ さい

『事類合璧』『古今事類合璧』。明嘉靖３５年（１５５６）序刊などあり。『栞草』には、別集中の各項目の

初めに置かれた「格物総論」（格物論）が頻用される。

●『（京本音釈註解）書言故事大全』南宋末・胡継宗の編、明・陳玩直の解。２５２類１２集に分け、各標

題ごとに出典を引用して注解を施した故事熟語解説集。類書。１２巻。正保３年（１６４６）の和刻本あ
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り。略称は『書言故事』。江戸時代広く流布した。

●『続博物志』南宋・李石（字知幾、生没年未詳）撰。張華『博物志』の続編。１０巻。明弘治刻本で

は『博物志』と合刻する。和刻本にも２書の合刻本あり。

●『韻語陽秋』南宋・葛立方（字常之、？～１１６４）撰。２０巻。漢魏から宋に及ぶ諸家の詩を論評した

大部の詩話。晩年の隆興元年（１１６３）に成る。『葛立方詩話』などともいう。乾道年間（１１６５～７３）

刊本などあり。

●『臥遊録』南宋・呂祖謙（１１３７～１１８１）撰。１巻。『重較説郛』所収。

●『朱子語類』南宋の 黎靖徳 編。南宋の儒学者朱熹が門人たちとやりとりした問答を記録した書。
れいせいとく

１４０巻。咸淳６年（１２７０）刊など。

●『翻訳 名 
みよう

 義 集』南宋初・法雲（１０８７～１１５８）撰。紹興１３年（１１４３）の成立。仏典中に記される梵名
ぎ

音写語を採取して漢訳し、６４項目のもとにまとめた仏教辞書。７巻。

●『仏祖統紀』南宋・ 志  磐 撰。釈迦から宋に到る高僧の事跡を、中国の天台宗の立場から紀伝体で
し ばん

編纂した仏教史書。咸淳５年（１２６９）に成る。５４巻。志磐は天台宗の僧侶。

●『大蔵一覧』宋・陳実撰。大蔵経の要文を抽出して、内容分類した類書。１０巻。『大蔵一覧集』と

もいう。南宋初の紹興２７年（１１５７）の序あり。撰者の陳実を、もと明代の人と誤る。

●『開宝本草』北宋の 馬  志 ・
ば し

 劉 
りゆう

 翰 ら奉勅撰。２０巻、目録１巻。開宝６年（９７３）、唐の『新修本草』を
かん

増訂した『開宝新詳定本草』が成り、翌年、補訂を加えた『開宝重定本草』が完成した。『本草綱目』

等所引。

●『 日  華  子 諸家本草』北宋・ 大明 （号は日華子）撰。２０巻。通称は『日華子』『日華本草』。開宝年間
につ か し だいめい

（９６８～９７６）の作という。

●『 嘉  祐 補注本草』（嘉祐補注神農本草）北宋の
か ゆう

 掌 
しよう

 禹  錫 （９９０～１０６８）・林億・蘇頌ら奉勅撰。『開宝本
う せき

草』を校訂し、新注と新薬を増添する。２０巻、目録１巻。嘉祐６年（１０６１）刊行。通称は『嘉祐本草』。

●『図経本草』北宋の 蘇 
そ

 頌 （１０２０～１１０１）・掌禹錫ら奉勅撰。２０巻、目録１巻。嘉祐７年（１０６２）刊。
しよう

『本草図経』、『図経』ともいう。『本草綱目』等所引。『蘇頌図経』ともいう。

●『証類本草』北宋・唐慎微撰。『経史証類大観本草』（北宋の 艾晟 が唐慎微撰『経史証類備急本草』
がいせい

【『嘉祐本草』と『図経本草』を合わせて増補した書。未刊。３１巻目録１巻。唐慎微は蜀（四川省）

の医者】を校訂し、陳承の説を加えて刊行。徽宗の大観２年［１１０８］、 孫覿 刊。３１巻目録１巻。通称
そんてき

は『大観本草』）、『政和新修経史証類備用本草』（曹孝忠らが徽宗の詔を受けて『大観本草』を校訂し

て作る。３０巻目録１巻。徽宗の政和６年［１１１６］に成る。靖康の変に際し、金軍に持ち去られ、南宋

には伝わらなかった。通称は『政和本草』）などの総称。『神農本草』以来の正統本草であり、本草と

図経が合わさって、明代の後期、李時珍撰『本草綱目』が出現するまで中国本草の根幹となる。　

●『本草衍義』北宋末・ 寇宗奭 撰。政和６年（１１１６）に成り、３年後刊行された。２０巻。『大観本草』
こうそうせき

と合わせて出版。『本草広義』が原名。慶元元年（１１９５）重刊したとき、寧宗の諱（擴）を避けて、広

を「衍」に改めたものという。『本草綱目』等所引。             
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　　　　　元　代
●『 夢 

む

 粱 
りよう

 録 』元・呉自牧撰。孟元老『東京夢華録』に倣って作った、南宋の都臨安（浙江省杭州市）
ろく

の都市繁盛記 。元の元統２年（１３３４）の自序あり。２０巻。呉自牧は銭塘（杭州市）の人。

●『居家必用事類全集』撰者未詳（元代の人の作）。人倫・社会から家庭生活に至る諸方面の指導書

（一種の家庭百科全書）。元代の日用類書の代表的な書物。略称は『居家必用』。明嘉靖３９年（１５６０）

田汝成序刊など。寛文１３年（１６７３）の和刻本あり。

●『事林広記』（新編群書類要事林広記・新編纂図増類群書類要事林広記）南宋末・元初、陳 元靚 撰。
げんせい

甲～癸の１０集９４巻。甲集１２巻、乙集４巻、丙集５巻、丁～壬集各１０巻、癸集１３巻。元・明時代の類

書の中で、最も流布した類書の一つ。内容も変化・増加した。元禄１２年（１６９９）の和刻本あり。

●『（新編）事文類聚翰墨大全』元・劉応李編。甲集１２巻、乙集９巻、丙・丁・戊集各５巻、己集７巻、

庚集２４巻、辛集１０巻、壬集１２巻、癸集１１巻、后甲集８巻、后乙集３巻、后丙集６巻、后丁集８巻、

后戊集９巻。明正統１１年（１４４６）刊など。詩賦詞藻関係の類書で、『（新編）事文類聚翰墨全書
毅 毅

』とも

いう。

●『農書』元・ 王禎 （字伯善、１２７１～１３６８）撰。農桑通訣・農器図譜・穀譜から成る。皇慶２年
おうてい

（１３１３）の自序。大徳８年（１３０４）の「抄白」あり。 ３６巻、２２巻。明嘉靖９年（１５３０）刊、万暦４５年

（１６１７）序刊などあり。

●『三元参賛延寿書』元・ 李  鵬  飛 （号は九華澄心老人）撰。５巻。通称は『延寿書』。 朝鮮正統３年
り ほう ひ

（１４３８）刊本あり。

●『仏祖歴代通載』元・念常（１２８２～１３４３？）撰。元の元統元年（１３３３）までの中国仏教の編年史。

『仏祖通載』ともいう。至正元年（１３４１）虞集の序、同４年の覚岸の序あり。２２巻。

●『古文真宝』元初・黄堅編。前集（漢から南宋に到る古体詩を収録）１０巻、後集（戦国時代から北

宋に到る名文を収録）１０巻。成立年代未詳。引用される前集には、『（ 魁本 大字諸儒箋解）古文真宝』
かいほん

前集（宝永４年［１７０７］刊等、多種の和刻本）、 榊 
さかき

 原  篁 
ばら こう

 洲 『古文真宝前集諺解大成』あり。
しゆう

●『雲嶠類要』撰者未詳。元代の作か。明・陳耀文撰『天中記』（類書）に引かれる。

　　　　　明　代　
●『明十二家詩選』明・ 魏  懋 

ぎ ぼう

 忠 編。万暦２４年（１５９６）序刊。
ちゆう

　●『何大復集』明・何景明（字仲黙、また大復　１４８３～１５２１）撰。何景明は古文辞前七子の一人。

李夢陽とならび何李と並称された。４巻。

　●『鄭少谷集』明・鄭善夫（字継之）撰。４巻。

●『性理大全』明・胡広（字光大）ら奉勅撰。７０卷。永楽帝の勅命によって編纂、永楽１３年（１４１５）

に成る。程朱学の哲理思想を中心に宋儒の諸説を類編した宋学の百科全書。『五経大全』『四書大

全』と一緒に編集され、各地の学校に頒布された。

●『字彙』明・ 梅  膺  祚 撰。部首と画引きを併用し、漢字検索の便が図られた実用的な字書。１２巻
ばい よう そ

　40



（集）。万暦４３年（１６１５）に成る。中国で広く流布し、日本でも慶安元年（１６４８）以降翻刻されて、江

戸中期まで学者必備の字書となる。

●『正字通』明末・張自烈（１５６４～１６５０）撰。『字彙』を改訂増補した博引傍証の字書。１２集。清初

の康煕年間以後、刊行された。

●『救荒本草』明初・周定王 朱   
しゆ

 　  （明の太祖朱元璋の第５子、？～１４２５）撰。食用になる野生植物
しよう

４１４種の識別と製法を図と解説によって伝える。永楽４年（１４０６）に成る。２巻。嘉靖４年（１５２５）、

再版。嘉靖３４年（１５５５）第３版の 陸柬 の序で、撰者名を朱  の長子、周憲王（ 朱  有  燉 ）に誤って以来、
りくかん しゆ ゆう とん

李時珍『本草綱目』・徐光啓『農政全書』などに踏襲され、《周憲王救荒本草》として誤り伝えられ

た。 古今の農学を集大成した明末・徐光啓（１５６２～１６３３）撰『農政全書』巻４６～５９、荒政（凶年・飢

饉を救うための政策）にも、『救荒本草』の全文を輯録する。

●『 臞  仙 神隠書』明・寧献王 朱  権 （明の太祖洪武帝の第１７子、？～１４４８）撰。前半は養生および家政
く せん しゆ けん

の術、後半は農業を主とした月令。臞仙は朱権の自号。『神隠』『臞仙神隠』『臞仙論』などともいう。

４巻、２巻。 

●『本草約言』明・薛己撰。４巻。本草中から必須のものを選び出して臨床用に編録した書。嘉靖

年間（１５２２～１５６６）の作。

●『本草綱目』明・李時珍（字東璧、１５１８～１５９３）撰。先行の本草書を改編増補して、 釈 
しやく

 名 （名称の
めい

由来や字義に関する諸家の説を記す）・ 集解 （産地・形状・品質・鑑別などに関する説を集録）・気
しつかい

味・主治・修治・発明・附方・正誤の８項目に分けて記す本草学の大著。５２巻、図２巻。万暦１８年

（１５９０）序刊、万暦３１年（１６０３）刻本などがあり、日本でも寛永１４年（１６３７）以降、３系統１４種の和刻

本が出現。特に釈名と集解の条は動植物の形態に関する記述に富み、江戸時代を通して、博物誌・

自然科学等の土台となる。『栞草』が最も頻繁に引用する漢籍であり、漢代から宋代に到る種々の本

草書は、若干の例外を除いて、すべて本書中に引くものを利用する。

●『丹鉛総録』明・楊慎（字用修、号は升庵、１４８８～１５５９）撰。門人の梁佐編刻。天文・地理から詩

話・瑣語に到るまで２６門に分けられた読書雑記録。２７巻。明嘉靖３３年（１５５４）序刊。

●『円機活法』撰者未詳。明代の作詩用類書。明・王世貞（１５２６～９０）校。『（新刻重校増補）円機活

法詩学全書』２４巻、『（新刊校正増補）円機詩韻活法全書』１４巻から成る。明暦２年（１６５６）等の和刻

本あり。

●『唐類函』明・ 愈  安  期 （字羨長、初名は策、字公臨）撰。類書。２００卷、目録２巻。徐顕卿校、万暦
ゆ あん き

３１年（１６０３）序刊あり。

●『五雑組』明・謝 肇 
ちよう

 淛 （万暦３０年［１６０２］の進士）撰。天・地・人・事・物の５部から成り、歳時
せつ

関係の記事は天部に多い。『栞草』に引く『五雑俎』は、『五雑組』の誤り。寛文元年（１６６１）の和刻

本あり。

●『三才図会』明・王 沂 纂集、王思義続集。一種の図説百科事典。時令以下は、子の思義の続集であ
き

る。１０６巻。万暦３７年（１６０９）序刊。

櫺繡

櫺繡

　41　



●『広韻藻』明・方夏（字南明）撰。詩賦詞藻関係の類書。６巻。崇禎１５年（１６４２）刻本あり。

●『潜確居類書』明末・ 陳  仁  錫 （字明卿）纂輯。大型の類書。１２０巻。崇禎（１６２８～４４）刻本あり。略
ちん じん せき

称は『潜確類書』。

●『花史左編』明・王路（字仲遵、号澹雲）撰。花に関する典故文献を集めた書。右編は伝わってい

ない。万暦４５年（１６１７）に成り、全２７巻の内、終わりの３巻は後人の補写。単に『花史』ともいう。

２４巻。

●『 汝  南  圃  史 』明・周文華（字は含章）撰。園芸書。「圃史自序」にいう、周允斎（未詳）先生の輯す
じよ なん ほ し

る『花史』１０巻を補訂した、と。周文華と周允斎は同姓、汝南は周氏の郡望である。周文華自身は蘇

州の人。略称は『圃史』。江戸時代、しばしば『園史』と誤記された。１２巻。万暦４８年（１６２０）序刊。

●『名花譜』明・西湖居易主人（姓名は未詳）撰。序跋なし。不分巻。『居易堂名花譜』ともいう。

●『草花譜』明末・高 濂 （字深甫、号瑞南）撰。１巻。高濂撰『遵生八牋』巻１６から収録した書。
れん

明・陶珽輯『説郛続』所収。

●『 閩  部  疏 』明・王 世懋  撰。閩（福建省）の地理風土・物産・風俗などを記す。万暦１３年（１５８５）の
びん ぶ そ せいぼう

自序。不分巻。

●『紀暦撮要』明・ 婁元礼 （字鶴天）撰。１巻。明末刊『新刻田家五行』（明・張師説ら校）などに付
ろうげんれい

す。『田家五行紀暦撮要』ともいう。

●『農圃六書』明・周 之  璵 （玉鳧先生）撰。明末の崇禎９年（１６３６）陳継受の序あり。６巻、４巻。
し よ

撰者未詳『陶朱公治富奇書』とほぼ同じ内容である。清代、各種の版本あり。

●『 八  閩  通  誌 』明・ 陳道 修、明・黄仲昭纂輯。八閩（福建省）の地方志。明弘治２年（１４８９）に成る。
はち びん つう し ちんどう

８７巻。弘治刊本あり。

●『西湖遊覧志』明・田汝成（字 叔 
しゆく

 禾 ）撰。西湖（浙江省杭州市の名勝）付近の山水専志。２４巻。嘉
か

靖２６年（１５４７）初刻。田汝成は銭塘（杭州）の人。『西湖遊覧志余』２６巻もあり、さらに貴州や広西等

に赴任し、『炎徼紀聞』なども著している。

●『江陰県志』（嘉靖江陰県志）明・趙錦修、明・ 張 
ちよう

 衮 纂。江陰県（常州府に属す。江蘇省江陰市付
こん

近）の地方志。２１巻、図１巻。明嘉靖２７年（１５４８）序刊。

●『寧波府志』明・ 周 
しゆう

 希  哲 修、明・張時徹（字維静、１５００～１５７７）ら撰。寧波府（浙江省）の地方志。
き てつ

明嘉靖３９年（１５６０）序刊。４２巻。

●『鎮江府志』（重修鎮江府志）明・王応麟修、明・王樵纂。鎮江府（江蘇省）の地方志。万暦２４年

（１５９６）刊。３６巻。

●『閩書』明末・ 何 
か

 喬 
きよう

 遠 撰。福建省全体の詳細な地方志。万暦４４年（１６１６）に成る。のち補纂。１５４
えん

巻。崇禎２年（１６２９）の刻本あり。１５０・１５１巻のみを抜き出した和刻本『閩書南産志』２巻（都賀庭

鐘の訓点傍訓、寛延４年［１７５１］刊）もある。

●『 瑯  琊 代酔編』明・
ろう や

 張 
ちよう

 鼎  思 （字睿父）撰。経史の考証の雑纂。４０巻。延宝３年（１６７５）の和刻本あり。
てい し

●『月令広義』明・ 馮  応  京 撰、明・戴任増釈。馮応京が撰し、戴任が続成した書。四季・月別に編纂
ふう おう けい
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された、大型の歳時資料の専著。２４巻（首１巻、統紀１巻）。馮応京の原書は、ただ１巻のみという。

●『皇明世説新語』明・李紹文（字は節之）撰。劉義慶撰『世説新語』に倣い、嘉靖・隆慶年間に至

る明一代の逸事瑣語を分類して記す。８巻。明万暦刻本あり。『明世説新語』ともいう。和刻本あり。

●『開巻一笑』明・ 李  贄 （字卓吾、１５２７～１６０２）撰。屠隆校。さまざまな戯文を集めた書。２集１４巻。
り し

『山中一夕話』ともいう。

●『重較説郛』（宛委山堂本）明末・ 陶珽 重編。元末・明初の陶宗儀（？～１３６９）撰『説郛』（漢魏か
とうてい

ら宋元までの筆記小説を節略して収録。長く写本で伝わる）１００巻を重輯増補して、広く流布した。

１２０巻。いわゆる 宛  委 山堂本である。陶珽は万暦３８年（１６１０）の進士。本書を彼の重編とすることに
えん い

関しては、頗る疑問視されている。

                   

　　　　　清　代     
●『花鏡』清初・ 陳  淏  子 （一名 扶  揺 ）撰。植物の栽培法を記す園芸専著。６巻。康煕２７年（１６８８）の

ちん こう し ふ よう

自序。『秘伝花鏡』ともいう。安永２年（１７７３）等の和刻本あり。

●『御定淵鑑類函』清・張英ら奉勅撰。明・愈安期撰『唐類函』を増補した類書。康煕４９年（１７１０）

に成る。４５０巻。

●『康煕字典』陳廷敬・張玉書ら奉勅撰。『字彙』『正字通』両書の増補改訂版。４万７千余字を収め

る。康煕５５年（１７１６）に成り、初めは単に『字典』、のち『康煕字典』と呼ばれた。刊行後、権威ある

字書として流布する。１２集４２巻。江戸中期の安永７年（１７７８）以降、和刻本が版を重ねた。

●『続茶経』清・ 陸廷燦 （字秩昭、号漫亭）撰。陸羽撰『茶経』を補充した書。３巻、附録１巻。雍正
りくていさん

１３年（１７３５）の序あり。

●『欽定授時通考』清・ 蔣 
しよう

 溥 ら奉勅撰。乾隆２年（１７３７）、農事に関する記述を広く収集した、中国
ふ

古農書の集大成書。大型の農書。７８巻。

●『天啓或問』清・ 游藝 （字子六）撰。問答体を用いた天文書。前集２巻。享保１５年（１７３０）の和刻
ゆうげい

本あり。

●『諧声品字箋』清・虞徳升（字聞子）撰。字書と韻書を合わせた形の書。不分巻。通称は『品字箋』。

　　　　　朝　鮮
●『東医宝鑑』（李朝）許浚奉勅撰。内景篇（内科）・外景篇（外科）・雑病篇（流行病・婦人科・小児

科など）・湯液篇（薬方・薬材を網羅）・鍼灸篇に分けて述べた医学百科全書。万暦４１年（１６１３）、朝

鮮国王宣祖の命を受けて完成した、朝鮮医学の最高峰とされる。２５巻。完成後、ほどなく日本にも

たらされ、享保９年（１７２４）の和刻本がある。許浚にはまた、『諺解救急方』『諺解胎産集』などの著

もある。

●『続蒙求分注』朝鮮（李朝）・柳希春（号眉巌、１５１３～１５７７）撰。朝鮮隆慶２年（１５６８）跋刊。４巻。

『続蒙求』は、その略称。
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　　　　　主要参考文献
●清・紀昀（１７２４～１８０５）ら奉勅撰『四庫全書総目提要』。

●『内閣文庫漢籍分類目録』内閣文庫、１９５６年。

●酒井忠夫「明代の日用類書と庶民教育」　林友春編『近世中国教育史研究』（国土社、１９５８年）所収。

●守屋美都雄『中国古歳時記の研究―資料復元を中心として―』帝国書院、１９６３年。

●宮下三郎「『本草綱目』歴代諸家本草の人名索引」　『新注校定　国訳本草綱目』２の月報（春陽堂、

１９７３年）

●上野益三『日本博物学史』平凡社、１９７３年。

●天野元之助『中国古農書考』龍溪書舎、１９７５年。

● 王  毓  瑚 編著『中国農学書録』農業出版社、１９７６年再版。
おう いく こ

●長澤規矩也『和刻本漢籍分類目録』汲古書院、１９７６年。同『和刻本漢籍分類目録補正』汲古書院、

１９８０年。

●岡西 為  人 『本草概説』創元社、１９７７年。
ため と

●篠田 統 「中世食経考」「近世食経考」　同『中国食物史の研究』（八坂書房、１９７８年）所収。
おさむ

●昌彼得『説郛考』文史哲出版社、１９７９年。

●藤堂明保編『学研漢和大字典（机上版）』学習研究社、１９８０年に収める「中国の名著」。

●小川環樹「中国の字書」　『中国の漢字』（中央公論社、１９８１年）所収。

●京都大学人文科学研究所編『京都大学人文科学研究所漢籍目録』同朋舎出版発売、１９８１年。

●鎌田茂雄編『中国仏教史辞典』東京堂出版、１９８１年。

●日原利国編『中国思想辞典』研文出版、１９８４年。

●矢島玄亮『日本国見在書目録―集証と研究―』汲古書院、１９８４年。

●黄葦『中国地方志詞典』黄山書社、１９８６年。

●『長澤規矩也著作集』第１０巻（漢籍解題２）汲古書院、１９８７年。

●神田信夫・山根幸夫編『中国史籍解題辞典』燎原書店、１９８９年。

●趙国璋・潘樹広主編『文献学辞典』江西教育出版社、１９９１年。

●李剣国『唐五代志怪伝奇叙録』（上下２冊）南開大学出版社、１９９３年。

●山田慶児編『物のイメージ―本草と博物学への招待―』朝日新聞社、１９９４年。

●興膳宏・川合康三『隋書経籍志詳攷』汲古書院、１９９５年。

●山田慶児編『東アジアの本草と博物学の世界』（上下）思文閣出版、１９９５年。（２００７年再版）

●吉川幸次郎「支那文献学大綱」「中国文献学大綱」　『吉川幸次郎遺稿集』第１巻（筑摩書房、１９９５

年）所収。

●『月刊　しにか』１９９６年３月号、特集中国の古典辞書、大修館書店。

●周勛初『唐人筆記小説考索』江蘇古籍出版社、１９９６年。

●劉緯毅『漢唐方志輯佚』北京図書館出版社、１９９７年。
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●佐藤武敏『中国の花譜』平凡社・東洋文庫、１９９７年。

●大島正二『中国言語学史　増訂版』汲古書院、１９９８年。

●鎌田茂雄ほか編『大蔵経全解説大事典』雄山閣出版、１９９８年。

●『月刊　しにか』１９９８年３月号、特集中国の百科全書、大修館書店。

●『集英社世界文学大事典』６冊、集英社、１９９６～１９８８年。

●芳村弘道『唐代の詩人と文献研究』中国芸文研究会発行、朋友書店発売、２００７年。

　　【補　記】

　今回の調査に当たっては、弘前大学図書館の参考調査カウンターを通して、四庫全書存目叢書等

に収める影印本を他大学から借り出すとともに、主として国立公文書館（内閣文庫）で貴重書を閲

覧した。また東北大学助教の大山岩根氏、早稲田大学助手の紺野達也氏から、調査の御協力を得た。

併せて関係者各位に対して、お礼申し上げる。

　45　




